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Research Paradigm of Displaced Aggression
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Abstract: A review of research paradigm of displaced aggression is presented.  The 
author arranged the Japanese wording of displaced aggression, summarized the historical 
transition of research on displaced aggression, and reviewed research paradigm of 
displaced aggression.
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　本稿は，やつ当たり（displaced aggression）の研
究 パ ラ ダ イ ム を 記 述 す る。 ま ず，displaced 
aggression の訳語について整理する。次に，やつ当
たりの心理学的研究の変遷をまとめる。最後に，やつ
当たりの研究パラダイムを記述する。

Displaced aggression の訳語

　“displaced aggression” の 訳 語 に つ い て 整 理 す 
る。淡野（淡野，2008a, 2008b, 2008c, 2009, 2010）は，

“displaced aggression”の訳語に“置き換えられた 
攻撃”を採用している，採用に至る経緯は以下の 
通りである。Dollard, Doob, Miller, Mowrer, & Sears

（1939）の訳書において宇津木（Dollard, Doob, Miller, 
Mowrer, & Sears, 1939 宇津木訳 1959）は，“displaced 
aggression”を“置き代えられた攻撃”と表記してい
る。この訳語に従うと，“置き代えられた攻撃”をそ
のまま採用することが適している。しかし，広辞苑（新
村，2008）を参照すると，“おきかえ”という語の漢
字には“置き代え”ではなく“置き換え”という漢字
の表記を用いる方が一般的であることが分かる。他の

攻撃行動研究に関する日本語の書籍を参照すると，大
渕（1993, 2000）において“置き換え”という表現が
用いられている。また，訳書（Krahe 2001 秦・湯川
編訳 2004）においても，“置換”という訳語があてら
れている。そのため，“置き換えられた攻撃”を採用
している。
　本稿は，displaced aggression を“やつ当たり”で
開く。日常語という説明の有用性の観点からやつ当た
りを採用する。

やつ当たりの心理学的研究の変遷

　やつ当たりの定義について述べる。やつ当たりは，
個人が挑発事象を経験した時に，挑発の源泉ではない
他の対象に表出する攻撃行動である（Dollard et al., 
1939; Hovland, & Sears, 1940）。例えば，試合後に監
督から批判を受けたサッカー選手のタロウが，新人選
手であるマットにきつく当たる，といった行動がやつ
当たりである。また，TDA とは，誘発されて表出す
るやつ当たりを指す（Dollard, 1938）。上記の例にお
いて，マットのちょっとした失言をきっかけにやつ当
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たりを行った場合，これを TDA と呼ぶ。
　やつ当たりの心理学的研究の変遷をまとめる。欲 
求不満−攻撃仮説（Dollard et al., 1939; Hovland, & 
Sears, 1940）は，欲求不満による攻撃の矛先が挑発の
源泉ではない他の対象に向けられる時にやつ当たりが
生起する，と仮定した。この仮説の演繹的な現象の記
述という形式で，社会心理学者を中心に1980年代後半
まで実験研究が展開され，やつ当たりの現象成立が検
討された。研究が進展すると，実験結果が一貫せず，
やつ当たりが生起すると結する研究とやつ当たりが生
起しないと結する研究が散発するようになった。加え
て，やつ当たりの強度の調整変数はほとんど検討され
ていなかった。そのため，やつ当たりの現象成立は疑
問視され，研究者のやつ当たりに対する関心は低下し，
1990年代以降はほとんど研究が行われなくなった。
2000年になり，ふたつの研究が提出されたことでやつ
当たり研究は加速する。Marcus-Newhall, Pedersen, 
Carlson, & Miller（2000）は，やつ当たりの実験研究
についてメタ分析を行い，やつ当たりは確かに生起す
ることを示すとともに，調整変数について言及を行っ
た。Pedersen, Gonzales, & Miller（2000）は，実験室
において TDA を検討する実験手続きである TDA パ
ラダイムを構築した。ふたつの知見を受けて，やつ当
たりの誘発メカニズムに関する理論モデルである
TDA 理論（theoretical model of triggered displaced 
aggression: Miller, Pedersen, Earleywine, & Pollock, 
2003）が提唱された。そして現在，TDA 理論を軸に
やつ当たりの誘発メカニズムについて精緻化を行いな
がら，やつ当たりに従事しやすい個人差を測定する尺
度の開発や，やつ当たりを誘発しない緩衝効果

（buffering effect）の検討が進んでいる（for reviews 
see 淡野，2010; Tanno, 2012）。

やつ当たりの研究パラダイム

　やつ当たりの研究パラダイムを記述する。やつ当た
り研究は，直接的攻撃（i.e., 挑発の源泉に対する攻撃）
の研究手法を援用し，攻撃対象者を挑発の源泉ではな
い人物に設定することでやつ当たりを測定することを
研究手法の基本としている。攻撃行動は，“他者に危
害を加えることを意図した行動”と定義される（cf. 
Dodge, Coie, & Lynam, 2006）。直接的攻撃研究は，
認知心理学や攻撃行動ではない社会心理学などを装っ
た虚偽実験を行い，その実験文脈において攻撃対象者
に危害を加えることを意図した行動を攻撃指標に設定
する。やつ当たりは，挑発の源泉ではない他の対象に
表出する攻撃行動である。やつ当たり研究は，実験文

脈において挑発の源泉ではない攻撃対象者に危害を加
えることを意図した行動を攻撃指標に設定する。
　初期のやつ当たり研究は，挑発事象を経験した実験
参加者に，攻撃対象者の印象評定や成績評定を質問紙
に回答させることによってやつ当たりを測定していた

（e.g., Berkowitz, 1965; Berkowitz & Geen, 1962; 
Berkowitz & Knurek, 1969; Burnstein & Worchel, 
1962; Cowen, Landes, & Schaet, 1959; Fischer, Kelm, 
& Rose, 1969; Miller & Bugelski, 1948）。攻撃指標は
研究によって異なり，その種類も多様であった。
　その後，やつ当たり研究は実験研究を重ねる中で，
や つ 当 た り パ ラ ダ イ ム（displaced aggression 
paradigm）として実験操作を３段階に分けて攻撃を
測定する研究手法を構築する。まず，T1（Time 1）
の挑発事象において挑発操作を行う。次に，T2（Time 
2）の相互作用場面において，実験参加者に挑発の源
泉ではない攻撃対象者と相互作用を行わせる。最後に，
実験参加者に T2で相互作用を行った攻撃対象者に対
する攻撃の機会を与え，やつ当たりを測定する。
　1960年代には，直接的攻撃研究において，実験室に
おける攻撃行動の測定方法として教師−生徒パラダイ
ム（teacher-learner paradigm: Buss, 1961）， エ ッ セ
イ 評 価 パ ラ ダ イ ム（essay evaluation paradigm: 
Berkowitz, 1962）および競争的反応時間パラダイム

（competitive reaction time paradigm: Taylor, 1967）
が確立され，やつ当たりパラダイムはこれらの測定方
法を取り入れた（i.e., パラダイムにパラダイムを組み
込んだ）。すなわち，T1の挑発事象において挑発操作
を行い，T2の相互作用場面において実験参加者に挑
発の源泉ではない攻撃対象者と教師−生徒パラダイ
ム，エッセイ評価パラダイムおよび競争的反応時間パ
ラダイムのいずれかの手法を用いて相互作用を行わ
せ，攻撃指標である電気ショックを攻撃対象者に与え
る機会を与える。やつ当たりは，電気ショックの強度，
持続時間もしくは強度と持続時間の両方によって測定
する。直接的攻撃研究では，３つのパラダイムを用い
る研究手法が主流となり，やつ当たり研究でも３つ 
のパラダイムを組み込んだやつ当たりパラダイム 
を用いる研究が主流となった（e. g., Epstein, 1965; 
Fenigstein & Buss, 1974; Nacci & Tedeschi, 1977; 
Rule, & Hewitt, 1971; Swart & Berkowitz, 1976）。
　 や つ 当 た り の 研 究 パ ラ ダ イ ム は，Pedersen et 
al.（2000）が実験室においてやつ当たりを誘発するこ
とに成功したことを機に，TDA パラダイム（triggered 
displaced aggression paradigm）に発展する。TDA
パラダイムでは，やつ当たりパラダイムと同様に，実
験操作を３段階に分けて攻撃を測定する。まず，T1
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の挑発事象において挑発操作を行う。挑発操作の段階
では，やつ当たりパラダイムと TDA パラダイムの実
験手続きの枠組みに差異はない。しかし，T2の相互
作用場面においては，やつ当たりパラダイムでは攻撃
対象者は何も行わないのに対し，TDA パラダイムで
は攻撃対象者が些細な誘発事象を行う。そして最後に，
攻撃対象者に対する攻撃機会を与え，TDA としての
やつ当たりを測定する。
　TDA パラダイムは，やつ当たりパラダイムと同様
に，T2の誘発事象である実験参加者と攻撃対象者の
相互作用場面において，教師−生徒パラダイム，エッ
セイ評価パラダイムおよび競争的反応時間パラダイム
を取り入れるが，攻撃指標は多様な実験文脈に適合さ
せるかたちでヴァリエーションがある。これまでに提
出された研究における攻撃指標には，攻撃対象者に対
するネガティブな評価（Aviles, Earleywine, Pollock, 
Stratton, & Miller, 2005; Bushman, Bonacci, Pedersen, 
Vasquez, & Miller, 2005 Study 1; Denson, Pedersen, 
Friese, Hahm, & Roberts, 2011 Study 2 and Study 3; 
Tanno, 2012 Study 1, Study 2, and Study 3; Pedersen, 
Bushman, Vasquez, & Miller, 2008 Experiment 3; 
Pedersen et al., 2000 Study 1 and Study2），攻撃対象
者の課題を妨害するノイズの強度（Bushman et al., 
2005 Study 3; Pedersen et al., 2008 Experiment 2），
攻撃対象者の課題を妨害するノイズの強度と時間

（Pedersen et al., 2008 Experiment 1），攻撃対象者 
の課題を妨害するために行う攻撃対象者が冷水に 
手をつける時間（Denson, Aviles, Pollock, Earleywine, 
Vasquez, & Miller, 2008; Denson, Pedersen, & Miller, 
2006 Experiment 1 and Experiment 2; Denson, 
Spanovic, Aviles, Pollock, Earleywine, & Miller, 2011; 
Pedersen, 2006; Pedersen, Denson, Goss, Vasquez, 
Kelley, & Miller, 2011 Experiment 3; Vasquez,2009; 
Vasquez, Denson, Pedersen, Stenstrom, & Miller, 
2005; Vasquez, Ensari, Pedersen, Tan, & Miller, 2007 
Study 1 and Study 2），Lieberman, Solomon, 
Greenberg, & McGregor（1999）が確立したホットソー
スパラダイムを援用した攻撃対象者が摂取する食べ 
物に入れるホットソースの量（Bushman et al., 2005 
Study 2; Denson, White, & Warburton, 2009; 
Vasquez, Pedersen, Bushman, Kelley, Demeestere, & 
Miller, 2013）がある。実験文脈を多様にするのは，
実験手続きを多様にしてやつ当たりの誘発メカニズム
の妥当性を保証するためである。また，TDA に及ぼ
すアルコールの影響を検討する際は，食べ物の嗜好に
関する実験としてホットソースを用いると虚偽実験に
対する疑いが少なくなる。

　TDA パラダイム以外には，やつ当たりの頻度や個
人差傾向を質問紙で直接測定する質問紙法が採用され
ている（Denson et al., 2006; Hoobler & Brass, 2006; 
Mitchell & Ambrose, 2007, 2012; Vasquez, Osman, 
&Wood, 2012）。また，子どもを対象とした研究では，
個別の面接で仮想場面法を用い，攻撃対象者に対する
やつ当たりの意図を測定している（Nesdale & Duffy, 
2011）。Nesdale & Duffy（2011）は，７歳児および９
歳児を研究対象とし，実際の攻撃行動を測定するのは
困難かつ倫理上問題があるため攻撃の意図を測定し
た， と し て い る。Reijntjes, Kamphuis, Thomaes, 
Bushman, & Telch（2013）は，コンピュータを用い
たインターネットのコンテストにおいて挑発操作およ
び攻撃測定を行っている。
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